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はじめに

実際の患者さんの事例を取り上げて、ミーティングでスタッフ同士の話し合い（内容検討や振

り返り）を行うことです。

この話し合いの目的は、患者さんの気持ちを理解し、問題点を見つけたり分析したりすること

です。参加するスタッフ全員で意見を出し合い、日常の診療で見落としがちな治療の全体像を

整理します。

また、患者さんに関する情報をチームで共有することで、来院時の対応やコミュニケーション

にも役立てることができます。

特徴と効果

患者さんの気持ちを分析・理解し、問題点を見つけたり、改善策を考えたりする力を育て

ることができます。

自分と他の人との「ものの見方」や「考え方」の違いに気づき、視野を広げることができ

ます。

ディスカッションを通じて、お互いに学び合い、考えをより深く豊かなものにしていくこ

とができます。

事例として取り上げた患者さんには、具体的な改善策を提案できるようになり、より質の

高い診療を提供することが可能になります。

ケースディスカッションとは
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ケースディスカッションの流れ

chapter 02
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　　来院 問診票記入
初診

カウンセリング
口腔内検査

セカンド
カウンセリング 治療開始

参加スタッフ
初診カウンセリング

担当者
セカンドカウンセリング

担当者
司会進行役

ケースディスカッションは、①初診カウンセリングの担当者、②セカンドカウンセリングの担

当者、③司会進行役、④その他の参加スタッフで行います。

従って、ディスカッションでは、診療フローチャートの初診カウンセリングとセカンドカウン

セリングを行った方をモデル患者としてください。

参加者とモデル患者

モデル患者

参加者

初診・セカンド共に終了した患者様

診療フローチャート抜粋

※診療フローチャートについては、
こちらの資料をご確認ください。
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人数分
印刷

人数分
印刷

準備するもの

①初診カウンセリングシート ②問診票または治療に関する質問票

③パノラマ
もしくはデンタル10枚法（14枚法）

④歯周組織検査表

⑤口腔内写真 ⑥治療計画書
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⑦モニター・プロジェクター

※無い場合は③～⑥を人数分

印刷してください。



ディスカッションの実施手順

ケースディスカッションは、大きく分けて5つのステップで行います。

01

主訴の説明、初診カウンセリングで聞き出した内容の報告、カウンセリ

ング担当者が感じた患者の印象を全体に説明する

患者の情報確認

02

歯式・歯周検査・パノラマなど患者さんの実際の口腔内状況の説明、

報告を行う（なるべく詳細に）

患者の状況説明

03
セカンドカウンセリングでの治療計画提案内容の確認、患者が選択した

治療方針の報告、現在までの治療経過を報告する

計画提案状況、治療経過の説明

04 問題点の発見

患者が不安に思っていることはあるか、患者が選択した治療方針はベス

トなものだったのか、ベストなものを選択していない場合の障害は何か

を考える

05 改善策を考える

前のステップで上がってきた問題点を改善するためには、どのような対

策が効果的か、今後に生かせる点も含めて参加者全員で考えてまとめる

実施手順
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初診カウンセリングを担当したスタッフが発表者となり、主訴の説明、カウンセリングで聞き

出した内容の報告、発表者が感じた患者の印象を全体に説明します。

01 患者情報の確認

発表者 聞く側

①初診カウンセリングシート ②問診票または治療に関する質問票

使用するもの
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参加スタッフ
初診カウンセリング

担当者
セカンドカウンセリング

担当者
司会進行役



患者情報の共有

他院での通院歴

紹介者にどう勧められたか 転院したきっかけは？

発表者 聞く側

表情や口調は
どうだったか

お口への関心度は？
主訴

患者タイプは？

治療の希望

カウンセリングシートの内容を確認してい

きます。記入内容を、なるべく詳細に読み

上げていきましょう。記入していないこと

も、カウンセリングの場面を思い出しなが

ら話してください。

ケース患者のことを知ろうとする

気持ちを持って聞いてください。

自分なら初診カウンセリングでど

んな質問をするか考えながら聞く

と効果的です。

以下のポイントに留意しながら、発表・傾聴を行いましょう。大切なのは、患者さんの言葉や

表情の奥にある「本当の気持ち」に気付くことです。

☑表情や話し方から考えられる患者のコミュニケーションタイプは？

☑患者が自院に最も期待していることは？

☑他院での通院歴や転院のきっかけから分かる患者の希望は？

☑紹介者からどのような歯科医院だと勧められたか？

☑お口への関心レベルは？なぜ高い（低い）のか？

☑治療に際して不安に感じていることは？そこから導き出せる患者の性格は？

POINT

初診カウンセリングのやり方やコミュニケーションタイプの見分け方は、初診カウ
ンセリングセット『初診カウンセリングの手引き』をご確認ください。
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無料サンプルはここまでとなります。


	ケースディスカッションマニュアル_サンプル_v1.0.pdf
	ケースディスカッションマニュアル_v1.0 (4).pdf



